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鳥インフルエンザが日本経済に及ぼす影響 
 

～人から人への感染が１年続けば、名目ＧＤＰを▲1.4 兆円押し下げ～ 

 

   

  第一生命保険相互会社（社長 斎藤 勝利）のシンクタンク、株式会社第一生命経済研究所

（社長 石嶺 幸男）では、標記のとおり「鳥インフルエンザが日本経済に及ぼす影響」と題

するレポートを取りまとめましたので、ご報告いたします。 

 

＜要旨＞  

● 強い毒性を持つ鳥インフルエンザがアジアから欧州へと飛び火し、世界中が感染の拡

大に警戒を強めている。鳥インフルエンザが流行すれば、鶏肉や卵の消費抑制や鶏肉

輸入の減少といった経済活動の変化をもたらし、生活者や関連する食品供給業者の業

績に影響を及ぼす。 

● 前回流行がピークとなった 2004 年１－３月期の状況を想定して、①国内における鶏

肉・卵需要の減少、②鶏肉の輸入減少、の影響を試算したところ、わが国の名目ＧＤ

Ｐを流行期間３ヶ月で前年比▲0.01％（▲338 億円）、同６ヶ月で同▲0.01％（▲676

億円）、同１年間で同▲0.03％（▲1,352 億円）程度押し下げるとの結果が得られた。

● 食肉供給に関連している分野での影響は深刻となるが、人から人への感染がない前回

並みの流行を想定すれば、鳥インフルエンザの流行がわが国経済全体に及ぼす悪影響

はそれほど大きくない。 

● ただし、ウィルスが変異して人から人へ感染すれば、輸出の減速や海外旅行抑制によ

る個人消費の減少という経路を通じて、経済全体への悪影響はかなり大きなものとな

る。流行期間を６ヶ月として人から人へと感染が広がるケースを試算すると、わが国

の名目ＧＤＰは前年比▲0.14％（▲6,768 億円）押し下げられることになる。 

● 世界で発生した鳥インフルエンザの悪影響は、不確定ではあるが日本経済の懸念材

料となりつつある。更に、国内でも人から人へ感染する等により経済活動に大きな混

乱が起これば、影響は一層深刻となろう。 

【お問い合わせ先】  

第一生命経済研究所 経済調査部 
    主任エコノミスト  永濱 利廣 
    TEL  03-5221-4531、4518 
   （詳細は次頁以降をご覧下さい）  
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●アジアから欧州へと拡大する鳥インフルエンザ  
  強い毒性を持つ鳥インフルエンザがアジアから欧州へと飛び火し、世界中が感染の拡大

に警戒を強めている。事実、これまでアジアで問題となってきた鳥インフルエンザが、今

夏にロシアの農場で発生し、カザフスタンやチベット、モンゴル等にも拡大した。更に 10

月には、欧州にも鳥インフルエンザが飛び火し、ルーマニア、トルコ、ギリシャ、英国で

鳥への感染が確認された。この背景として、渡り鳥がウイルスを運んでいる可能性が高い

ことが指摘されており、今後は欧州からアフリカや中近東へとウイルスが広まる恐れも出

てきた。 

 鳥インフルエンザは鳥から鳥に感染するだけでなく、鳥から人にも感染することが知ら

れており、人間が感染して死亡するケースも増えつつある。従って、鳥インフルエンザの

流行が広がれば、鶏肉や卵の消費量縮小などを通じて日本経済にも少なからず悪影響を及

ぼすと考えられる。 

そこで本稿では、過去の事例をもとに鳥インフルエンザが流行した場合のわが国経済へ

の悪影響を試算する。具体的には、①国内における鶏肉・卵需要減少、②鶏肉輸入減少の

影響、の影響を検討する。また、ウィルスが変異して人から人へ感染するようになった場

合の影響についても試算を行なう。 

 
●国内の鶏肉・卵需要減少の影響～半年流行で家計消費を▲744 億円押し下げ  
  鳥インフルエンザの流行がわが国のマクロ経済に及ぼす影響として第１に考えられる

のは、鶏肉や卵の消費の減少である。特に、鳥インフルエンザの被害が深刻となった 2004

年１－３月期には、家計調査における鶏肉の消費額が前年比▲14.5％も落ち込んだ。また、

同時期の卵の消費額も同▲9.3％落ち込んだ（資料１）。 

  そこで以下では、国内の鶏肉や卵需要の落ち込みによってわが国の個人消費がどれだけ

減少するかを計測し、名目ＧＤＰに及ぼす悪影響を試算する。試算の前提は以下の通りで

ある。（１）直近１年間における家計消費に占める生鮮鶏肉と卵の比率はそれぞれ 0.30％、

0.25％。（２）前回鳥インフルエンザが流行した 2004 年１－３月期の家計調査の結果から、

鳥インフルエンザの流行期間中に生鮮鶏肉と卵の消費額がそれぞれ前年比▲14.5％、▲

9.3％減少すると想定する。（３）家計消費に占める鶏肉と卵の比率にそれぞれの減少率を

乗じて家計消費ベースでの下押し効果を計測。（４）名目ＧＤＰに占める家計消費（帰属

家賃除く）の比率に家計消費ベースでの減少率を乗じて名目ＧＤＰベースでの下押し効果

を計測。（５）鶏肉を豚肉に切りかえる等の代替効果は、今回考慮していない加工肉への

悪影響でほぼ相殺されると仮定。 

試算結果によると、流行期間が３ヶ月の場合、鶏肉と卵の消費額がそれぞれ▲3.6％、▲

2.3％減少し、家計消費を通じて名目ＧＤＰが▲0.02％（▲372 億円）下押しされることに

なる（資料２）。また、流行期間６ヶ月のケースでは、鶏肉と卵の消費額がそれぞれ前年

比▲7.2％、▲4.6％減少し、家計消費を通じて名目ＧＤＰが▲0.03％（▲744 億円）下押

しされる。更に、流行期間が１年に及ぶ場合には、鶏肉と卵の消費額がそれぞれ▲14.5％、

▲9.3％減少し、家計消費を通じて名目ＧＤＰが▲0.07％（▲1489 億円）減少することに

なる。 



 2

 
資料２　鳥インフルエンザ流行による

鶏肉・卵需要減が名目GDPに及ぼす影響
鳥インフルエンザの流行期間
３ヶ月 ６ヶ月 １年間

鶏肉消費 前年比％ ▲ 3.6 ▲ 7.2 ▲ 14.5
卵消費 前年比％ ▲ 2.3 ▲ 4.6 ▲ 9.3
家計消費 前年比％ ▲ 0.02 ▲ 0.03 ▲ 0.07
名目GDP 前年比％ ▲ 0.01 ▲ 0.01 ▲ 0.03

億円 ▲ 372 ▲ 744 ▲ 1,489

資料１　鶏肉と卵消費額の前年比
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(出所)総務省「家計調査」、内閣府「国民経済計算」より当社試算 

 
●鶏肉輸入減少の影響～ＧＤＰへのプラス効果は限定的  

鳥インフルエンザの流行は家計消費だけでなく、鶏肉の輸入にも影響を及ぼす。例えば、

日本は 2004 年１月以降、タイ、中国、インドネシア、カンボジア、ラオス、パキスタン、

米国からの鶏肉の輸入を立て続けに停止する措置をとった。 

輸入はＧＤＰの控除項目であるため、こうした輸入の減少そのものはＧＤＰの押し上げ

要因となる。そこで、鳥インフルエンザ流行による鶏肉の輸入減少が我が国の名目ＧＤＰ

をどの程度押し上げるか試算してみよう。なお、鳥インフルエンザの流行期間中は海外か

らの鶏肉輸入が 2004 年 1-3 月並に落ち込むことを前提として試算した（資料３）。 

これによると、流行期間が３ヶ月の場合、鶏肉輸入額が▲4.1％、財・サービス輸入が▲

0.01％減少し、名目ＧＤＰが＋34 億円押し上げられることになる（資料４）。また、流行

期間６ヶ月のケースでは、鶏肉輸入額が▲8.1％、財・サービスの輸入が▲0.01％下押しさ

れ、名目ＧＤＰが＋68 億円増加することになる。更に流行期間が１年に及ぶ場合には、鶏

肉輸入額が▲16.2％、財・サービスの輸入が▲0.02％下押しされ、名目ＧＤＰが＋136 億

円押し上げられる。以上の結果より、鶏肉の輸入が減少しても名目ＧＤＰへのプラス効果

は限定的といえよう。 

 
資料４　鳥インフルエンザ流行による輸入停止が

名目GDPに及ぼす影響
鳥インフルエンザの流行期間
３ヶ月 ６ヶ月 １年間

鶏肉輸入 前年比％ ▲ 4.1 ▲ 8.1 ▲ 16.2
財・サ輸入前年比％ ▲ 0.01 ▲ 0.01 ▲ 0.02
名目GDP 前年比％ 0.001 0.001 0.003

億円 34 68 136

資料３　鶏肉輸入前年比の推移
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(出所)財務省「通関統計」、内閣府「国民経済計算」より当社試算 

 
●総合的な悪影響～半年流行で名目ＧＤＰを▲0.01％下押し  

 以下では、上記で試算した国内の鶏肉・卵の消費減少と鶏肉の輸入減少の影響を合算し

て総合的な名目ＧＤＰへの悪影響を示した（資料５）。これによると、前回流行したケー
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スに最も近い流行期間６ヶ月の場合では、名目ＧＤＰが▲0.01％（▲676 億円）程度押し

下げられるにとどまる。また、流行期間３ヶ月では同▲0.01％（▲338 億円）の名目ＧＤ

Ｐ押し下げにとどまり、最も影響が大きい流行期間１年でも、名目ＧＤＰは▲0.03％（▲

1352 億円）押し下げにとどまることがわかる。 

 以上より、前回並みの流行を想定すれば、全体として鳥インフルエンザの流行がわが国

のマクロ経済に及ぼす悪影響はそれほど大きくないことが予想される。 

 
資料5　鳥インフルエンザ流行のＧＤＰ押し下げ効果

（鶏肉・卵需要減＋鶏肉輸入減）
鳥インフルエンザの流行期間
３ヶ月 ６ヶ月 １年間

名目GDP 前年比％ ▲ 0.01 ▲ 0.01 ▲ 0.03
億円 ▲ 338 ▲ 676 ▲ 1,352  

(出所)総務省「家計調査」、財務省「通関統計」、内閣府「国民経済計算」より当社試算 

 
●人から人への感染が生じた場合には悪影響が大きく拡大  

懸念されるのは、ウィルスが変異して人から人へ感染するようになった場合である。前

回の流行では、鳥から人に感染することはあっても、人から人に感染することはなかった。

しかし、仮に人から人への感染が発生するようになれば、前回のＳＡＲＳ流行時のように

ウィルスの感染を恐れた人々が海外旅行を手控えることで、航空や旅行業界にとって大き

な打撃になることが予想される。ＳＡＲＳやイラク戦争の影響に見舞われた 2003 年度のよ

うに、鳥インフルエンザの影響でアジアや欧州への旅行者数が減少することになれば、個

人消費が大幅に落ち込む可能性がある（資料６）。 

  そこで以下では、人から人へと鳥インフルエンザの感染経路が拡大した場合に、海外旅

行需要の減少によって名目ＧＤＰがどれだけ下押しされるかを、前回ＳＡＲＳが最も流行

した 2003 年４－６月期における家計消費や輸出入の平均的な落ち込み幅を前提として試

算した（資料９）。なお、2003 年 4－6 月期の落ち込みの要因としては、ＳＡＲＳ以外に

イラク戦争の影響も加わっているが、今回の鳥インフルエンザの想定では、アジア以外に

欧州での感染も想定していることから、結果的にＳＡＲＳ＋イラク戦争程度の悪影響が出

ると想定した。 

 海外旅行需要面についてみると、ＳＡＲＳの悪影響が最も大きく現れた 2003 年 4-6 月期

には、家計調査の海外パック旅行支出および家計の海外での直接購入がそれぞれ前年比▲

51.7％、▲30.5％下押しされた。従って、ＧＤＰの家計消費＝国内家計消費＋居住者家計

の海外での直接購入－非居住者家計の国内での直接購入であることからすれば、流行期間

が６ヶ月に及んだ場合は海外パック旅行支出と海外での直接購入がそれぞれ前年比▲

25.8％、同▲15.2％減少し、家計消費は同▲0.3％（▲7,185 億円）下押しされることにな

る。また、流行期間が３ヶ月でも家計消費は同▲0.2％（▲3,593 億円）押し下げられる。

そして流行期間が１年に及ぶ場合に至っては、家計消費が同▲0.6％（▲1 兆 4,370 億円）

も減少し、経済成長に甚大な悪影響をもたらすことになる。 

  一方、海外旅行需要が減少すれば、旅行支払いの減少を通じてサービス輸入の減少につ



 4

ながる。そこで、この影響についても同様に試算すると、流行期間が６ヶ月の場合、財・

サの輸入が同▲0.8％（▲5,163 億円）、流行期間１年間では同▲1.7％（▲1 兆 326 億円）、

流行期間３ヶ月でも同▲0.4％（▲2,581 億円）減少する。    

以上より、旅行需要減少による個人消費とサービス輸入減少の影響を合算すれば、わが

国の名目ＧＤＰ下押し効果は資料９の通りとなる。過去のケースに最も近い流行期間６ヶ

月の場合は、名目ＧＤＰが▲0.14％（▲2,022 億円）、流行期間１年の場合では名目ＧＤ

Ｐが▲0.29％（▲4,045 億円）、流行期間３ヶ月のケースでも名目ＧＤＰが▲0.07％（▲

1,011 億円）下押しされることになる。これらの結果を資料５の人から人へ感染しない場

合と比較すれば、いずれの期間についても前回の鳥インフルエンザ流行時をしのぐ悪影響

が経済全体に及ぶことが想定される。    

 

資料９　鳥インフルエンザ流行による

海外旅行需要減が名目GDPに及ぼす影響

鳥インフルエンザの流行期間

３ヶ月 ６ヶ月 １年間

外国パック旅前年比％ ▲ 12.9 ▲ 25.8 ▲ 51.7
海外での直前年比％ ▲ 7.6 ▲ 15.2 ▲ 30.5
家計消費 前年比％ ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 0.6

億円 ▲ 3,593 ▲ 7,185 ▲ 14,370

旅行支払い前年比％ ▲ 7.0 ▲ 13.9 ▲ 27.9
財・サ輸入 前年比％ ▲ 0.4 ▲ 0.8 ▲ 1.7

（控除項目）億円 ▲ 2,581 ▲ 5,163 ▲ 10,326

名目GDP 前年比％ ▲ 0.07 ▲ 0.14 ▲ 0.29

億円 ▲ 1,011 ▲ 2,022 ▲ 4,045

資料６　家計の外国パック旅行費（前年比）の
推移
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資料８　国際収支の旅行支払い（前年比）の
推移
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(出所)総務省「家計調査」、財務省「国際収支統計」、内閣府「国民経済計算」より当社試算 

 
●アジアや欧州で人から人への感染が 1 年間蔓延すれば、日本の輸出は▲1.2％抑制  

更に、アジアや欧州で人から人に感染が蔓延すると、アジアや欧州向け輸出の減速という

経路を通じてわが国経済にも悪影響が及ぶ。そこで以下では、人から人へ感染経路が拡大し

た場合に、輸出の落ち込みによって名目ＧＤＰがどれだけ押し下げられるかを、前回ＳＡＲ

Ｓが最も流行した 2003 年４－６月期におけるアジア向け輸出の平均的な落ち込み幅を前提

として試算した（資料９）。具体的には、最もＳＡＲＳが流行した 2003 年４－６月期にア

ジア向け輸出がトレンド（前後のデータの線形補間）からどの程度乖離したかを調べ、その

乖離幅と同程度アジア向けと欧州向けの輸出が押し下げられると仮定した。試算結果による
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と、鳥インフルエンザの流行が人から人へ感染した場合、アジア、欧州向け輸出減を通じて

日本の輸出が流行期間３ヶ月で前年比▲0.3％、同６ヶ月で同▲0.6％、同１年で同▲1.2％

抑制される結果、名目ＧＤＰはそれぞれ同▲0.04％（▲2,035 億円）、同▲0.08％（▲4,070

億円）、同▲0.16％（▲8,139 億円）程度下押しされることになる。 

結局、先に試算した資料５の結果に海外旅行と輸出減少の影響を含めれば、わが国の名目

ＧＤＰ下押し効果は資料 12 の通りとなる。すなわち、前回のケースに近い流行期間６ヶ月

の場合では、名目ＧＤＰが▲0.14％（▲6,768 億円）、同１年の場合は名目ＧＤＰが▲0.27％

（▲1 兆 3,536 億円）、同３ヶ月の場合でも名目ＧＤＰが▲0.07％（▲3,384 億円）程度下

押しされることになる。この結果を、人から人に感染しない場合の影響と比較すれば、いず

れの時期についても 10 倍以上の悪影響が経済全体に及ぶことが分かる（図表５、12）。    

足元の日本経済は株価の上昇やデフレからの脱却期待等もあり、堅調に推移している。

しかし先行きを見ると、定率減税の廃止や消費税率引き上げ等といった国民負担の増加が

懸念材料となっていることも事実である。こうした中、世界で発生した鳥インフルエンザ

の悪影響も不確定ではあるが懸念材料となりつつある。加えて、ＳＡＲＳと比べて感染が

大規模になるとも言われており、その場合には想定以上の悪影響を及ぼすリスクもあるこ

とには注意が必要となろう。 

 

 資料11　鳥インフルエンザ流行による輸出減少が
GDPに及ぼす影響

鳥インフルエンザの流行期間
３ヶ月 ６ヶ月 １年間

亜・欧向輸前年比％ ▲ 0.5 ▲ 1.0 ▲ 2.0
財・サ輸出前年比％ ▲ 0.3 ▲ 0.6 ▲ 1.2
名目GDP 前年比％ ▲ 0.04 ▲ 0.08 ▲ 0.16

億円 ▲ 2,035 ▲ 4,070 ▲ 8,139

資料12　鳥インフルエンザ流行が
名目GDPに及ぼす影響

鳥インフルエンザの流行期間
３ヶ月 ６ヶ月 １年間

名目GDP 前年比％ ▲ 0.07 ▲ 0.14 ▲ 0.27
億円 ▲ 3,384 ▲ 6,768 ▲ 13,536

資料10　アジア向け輸出金額（前年比）の推
移
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(出所)財務省「通関統計」、内閣府「国民経済計算」より当社試算 

 
（補足１）厚生労働省は、新型インフルエンザ対策として備蓄を計画している抗ウィルス

薬「タミフル」購入分として今年度予算を 1.6 億円確保しているが、金額が小規

模なため、今回の試算では考慮していない。 

 

（補足２）国内でも鳥インフルエンザが人から人へ感染し、国内有業者（2004 年度時点で

6,332 万人）が半年間余暇時間を失ったと仮定したときの経済損失は以下の通り。 

・  年間平均余暇日数＝365/7×2＋14(国民の祝日)＋8.5（平均有給取得日数）＝約 127 日 

・  有業者が１日余暇を取ることで増加する一人当たり支出額＝5,074 円 

・  損失額＝127 日/2×5,074 円×6332 万人＝約 20.4 兆円（名目 GDP を▲4.1％押し下げ） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


